






要約:わが国の小児期発症 1DDM の全死亡率は 5.6/1,000 人年で、都道府県別死亡率は 0-

41.6/1,000 人年と著しい差を認めた。医療体制の種々の指標のうち、糖尿病認定医数の

みが死亡率と有意な負の相関を示した。死亡に影響する独立した危険因子を CASE-CONTROL

研究で多変量解析した結果とりこまれた因子は、合併症の影響を除外すると大学病院へ通

院、教育歴、ひとり暮らしであった。日本における IDDM の予後を改善するためには、死

亡率の地域差をなくさなければならないが、そのためには、専門医による糖尿病管理と糖

尿病の疾病教育が重要である。


